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１-１． １号機放水路上流側立坑における流入経路調査について

これまでの調査で、タービンルーフドレン、排水路流入水、逆洗弁ピット及
び放水管など、汚染水の流入経路の調査を行ってきたが、セシウム濃度上昇
の原因は特定できていない。

建屋側からの配管も含めて、経路の洗い出しを実施し、過去に閉止した配管
の存在を確認したため、調査を計画中。

当初検討していた、音響探査や放水管に立ち入っての調査は、海側遮水壁閉
合に伴う放水路の水位上昇により、放水管内部がほぼ水没している状況であ
るため困難な状況。

流入の有無を確認する方法について、再度見直し検討中。



１-２．閉止済み配管の調査位置図
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２．１～３号機放水路溜まり水対策の状況

放水路の溜まり水対策として、濃度の高い1号機放水路を優先的に対策を実施。

放水口については、1～3号機全てにゼオライト土嚢を設置済み。

1号機放水路浄化装置（モバイル式処理装置）による浄化を、11月27日より開始。

浄化開始までの間、1号機放水路上流側立坑に設置していたセシウム吸着材（約
11.5kg）は、11月4日に撤去。
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３－１．1号機放水路浄化装置による放水路の浄化について

1号機放水路浄化装置（モバイル式処理装置）は、11月27日より運転を開始。12月11日15時
までに2928m3を処理。

1号機放水路縦断図（縦横比１：５）
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放水路浄化装置の入口、出口の水質は以下の通り。

入口： Cs-134 3.1×102～1.6×103 (Bq/L)

Cs-137 1.5×103～7.2×103 (Bq/L) 

Sr-90 6.7×102～1.1×103 (Bq/L) 

出口： Cs-134 ND(<4.1～<4.6） (Bq/L) 

Cs-137 ND(<7.6）～ 2.1×101(Bq/L)

Sr-90 5.0×101～2.0×102 (Bq/L)

DF（入口濃度／出口濃度）は、Cs-137で102～103 程度、

Sr-90で<10程度※

※ 現在、Cs吸着塔を利用。今後、Sr/Cs吸着塔に切り替え予定。

分析結果から，放水路浄化装置は計画通りの浄化性能を発揮。

３－２．1号機放水路浄化装置浄化開始後の状況
1号機放水路の溜まり水濃度は、上流側、下流側Tともに低下傾向。

引き続き、放水路浄化の状況を確認していく。



４．実施工程

項 目 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 4月～ 備 考

1号機流入源調査
調査計画策定中

タービン建屋屋根面等

追加線量率調査

4号機は、屋上に人が立ち入っ
て測定を実施。調査結果とりま
とめ中。

１号機逆洗弁ピットの

溜まり水対策

溜まり水の回収については、他
の溜まり水処理と工程調整中

水抜き完了まで継続予定

1～3号機放水口へのゼオラ
イト設置

モバイル式処理装置による

１号機放水路浄化

･11/27よりモバイル式処理装置によ
る浄化を開始

･モバイル処理装置稼働までの是正処

置としてセシウム吸着材による浄化を
実施（11/4に終了）

モニタリング 浄化処理終了まで継続実施放水路の水質のモニタリング

工事

11/27 浄化開始

１号機逆洗弁ピットの水位のモニタリング

溜まり水一部回収

1号機調査計画

４号機追加
データ採取完了(12/2)

３月に完了済み

雨水流入抑制は、
４月に完了済み

1号機調査実施

セシウム吸着材による浄化（11/4撤去）


